
令和７年度 第１回学校運営協議会 

 

 
日時：令和７年７月２日（水）授業見学  13：10～15：00 

運営協議会 15：25～16：55 

会場：大阪府立豊中高等学校能勢分校 会議室 

出席者：11名 

 

 

能勢分校会議室において、第１回学校運営協議会を開催しました。学校運営協議会委員５名、  

学校側からは准校長、教頭、課長補佐、首席が出席しました。 

１回目の運営協議会では、授業見学をしていただいた後、委員、事務局の紹介などを行い、学校

運営協議会要項の説明や、今年度の能勢分校の課題や方向性について協議しました。 

 

  ○・・・委員の方の発言 

＊・・・本校職員の発言 

 

１．開会挨拶（准校長） 

 

２．委員紹介及び事務局自己紹介 

 

３．実施要項、意見書について 

 

４．協議 

 

（１）授業見学について 

○授業中の輪ができている。雰囲気が良い。 

○少人数ならではの授業。生徒の積極性が見られた。 

○想像以上に生徒と教員との距離が近い。悪く言えばなあなあになっているように印象。どこまで

距離感を持って接するかが課題。生徒が自らあいさつしてくれるのが好印象。校舎の劣化は気に

なる。美術室は特に蒸し暑かった。 

＊普通教室は空調が行き届いているが、特別教室の空調は未整備。必要に応じて、空調がある普通

教室に移動して授業をおこなっている状況である。 

 

＊学びの基本は生徒が主体的に学びたくなる授業づくりが重要。 

＊大規模校に比べ、生徒一人ひとりに目が行き届き、情報をキャッチできるのは利点。 

＊距離感は近く感じる。ささゆり学園からの進学組で関係性が固定。適切な距離感や言葉遣い等は

適宜指導している。 

○スクリーン（電子黒板）をほとんどの教員が活用している。また、黒板の余白などを生徒が自由

に使っている（絵を描いていたりする）のが面白い。美術などは非常勤講師だが、他校との掛け

持ちなのか、地域の方か。 

＊距離的な制約もあり、比較的近郊に住む方にお願いしている。 

○生徒が話す、隣の生徒と問題解決的な会話ができる。生徒が「なぜそう思った」かを発言できる

場面を設定することまで踏み込めると、もっと良い。 

 

（２）学校経営計画及び学校評価について 

＊「めざす学校像」…10年程度を見越した目標、「中期的目標」…３～５年を見越した目標 

 ・「グローバル社会を生き抜く力の育成に向けて、英語運用能力の向上を図る」 

  →昨年よりフィリピンでのスタディツアーを実施 

 ・「大学合格率の向上と進路未決定者の防止につなげる」 

  →総合型選抜、学校推薦型選抜に向けた取り組みを強化していく 

 ・「社会規律や情報モラル等に対する理解～生徒の社会性を育成する」 



  →１年生を対象に、コミュニケーション、人間関係作りに向けた取り組みを行う。 

 ・「多様性を認め合い、いじめを許さない生徒の意識や他人を尊重する人権意識」 

  →いじめの未然防止、人権意識を高めるためのワークショップの導入 

 ・「多文化共生意識の醸成や SDGs教育の充実を図る」 

  →能勢の外の人との交流、オンラインなどを通した他校との交流 

 ・「近隣の大学や行政、地域との協働により課題に向き合う探究学習を深化」 

  →生徒主体の探究活動の推進 

 ・「能勢分校の教育活動に対する認知向上や志願者増加につなげる」 

  →生徒により発信力強化、地域魅力化クラブの Instagramなど生徒主体の発信 

 

○予算の確保（特に、生徒主体の活動の予算）と、事後評価について 

＊生徒の主体性向上が目的なので、そこまで予算の使い道を厳しく制限はしていない。事務室を 

経由して会計。 

○ささゆり学園と能勢分校との交流。例えば高校生が小・中学生に教える機会などはあるか。定期

的に交流できないか。 

＊イベントなど両校が相談し、不定期に交流している。 

＊毎年、中学生向けに農場体験や授業見学、本校生による学校紹介がある。 

○どれだけ高校が魅力あっても、学校に来る機会や交通機関がなければ繋がらないので、そこは 

行政の協力も必要。公共交通は地域の未来を守るために、高齢者だけでなく若者の視点も踏まえ

て。 

○大学入試の合格率が年々低下しているが。 

＊分母（大学進学希望者）の年ごとのブレがある。 

○大規模校に比べ、大学進学指導のノウハウの蓄積が課題。 

○探究学習の取り組み。そろそろ振り返りのタイミングではないか。 

 どこまで生徒任せにして良いか、教員側で振り返りを行ってみても良いのではないか。 

 

（３）本校の課題について 

＊探究・食農流通コースについて 

＊対人支援・里山起業コースについて、課題探究について 

○AO対策講座は何人か？ 

＊今年度３人。 

○今年度の就職希望者は？ 

＊学年の半分を超えている。 

○他コースとの連携等をおこなっても面白いかもしれない（例えば、食農と里山（ビジネス）との

連携など）。 

 

（４）その他 

＊教科書について説明 

 

５．その他 

 

第２回 11 月 25 日（火）13：10～16：55 開催予定 

 


